
高速近接無線技術研究組合（略称：HRCP）の概要 
 設立年月日 ：2016年8月26日 
 理事長 ：土田 隆平（日本無線株式会社 取締役会長） 
 組合員(２社)：ソニーセミコンダクタソリューションズ(株)、日本無線(株) 
 事業の概要 ：大容量データ転送のためのミリ波による近接高速転送技術の開発 

 組合設立の目的 
 近年、モバイル通信量の急速な増加や無線通信の高速化
に伴い、周波数の需要が増大。中・長距離通信に頻繁に
利用される電波帯域（マイクロ波）は益々混雑。 

 モバイル通信において低利用であった電波帯域（ミリ波）
を活用し、短時間に大容量データを通信できる転送技術を
開発。 

 実用化の方向性 
 ミリ波の特徴（直進性、距離による減衰）を考慮し、安定
的に通信が可能な近接通信に特化した技術を開発。 

 当該技術を多くの電子機器に搭載する事業化を目指す。 

 事業化の目途の時期 
 プロジェクト終了直後、H31年度以降を目途。 

【本技術の特徴】 
 
 
 
 
 

近接無線
技術 

事業会社 

• Point to Point(1対1)型 
• 近接通信 
• 低消費電力、高速接続・高速切断 
• ミリ波による超高速転送 

機器登載 インフラ展開 

【事業化のイメージ】 
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高速近接無線技術研究組合 
（所在地: 東京都台東区）  

 研究開発体制 

 RF開発 
 
• 60 GHz 帯 
高周波発信器 

• 低消費電力 
送受信回路 

• 自動調整機能 
 
 
 

 PHY-MAC開発 
 
• 高効率誤り訂正 
• 高速デジタル同期 
• 高効率伝送方式 
 
 
 

 インターフェース・
ドライバ 開発 

• 高速・低遅延 イン
ターフェース 

 
 

 
 

 アナログフロント
エンド開発 

• 低消費電力高速広
帯域アナログデジタル
変換回路 

• 低ジッタ発信回器 
 
 
 
 
 

 
 システム設計・開発 
• システム全体構成、無線リンクバジェット・詳細目標仕様の策定、及び安定化改良 

 

専務理事 松村広幸 
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